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IPv4アドレス在庫枯渇時期予測

APNICのチーフサイエンティストであるGeoff Huston氏がアドレスの割り振り、割り当て状況やBGPの経路広告の状態を元に予測を出

 
しているサイト

 

http://www.potaroo.net/tools/ipv4/

枯渇時期枯渇時期((予測予測))がが
早まってきてます！早まってきてます！

再来年再来年((の初め頃の初め頃))にに
 はなくなりそうですはなくなりそうです!!
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IPv4アドレス在庫枯渇とはどのような状態か？

枯渇には二種類あります

IANA在庫(メーカ在庫みたいなもの）が無くなる

RIR在庫（流通在庫みたいなもの）が無くなる

IPアドレスの分配構造

ココがIPアドレスの源泉

 
(大元の在庫を管理)

0.0.0.0～255.255.255.255のアドレス

 
空間を/8 (=1オクテット)毎にブロック

 
を区切って分配（全部で256個のブ

 
ロック)

/8のブロック2個くらいを在

 
庫として管理し、その中か

 
らISPなどに分配

終
了

終
了
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IANAからRIRsへの/8ブロックの年間分配推移
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IPv4アドレス空間・現在の利用状況
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IPv4アドレス枯渇対応タスクフォースとは

来るべきIPv4アドレス枯渇を、より円滑に乗り越える
 べく、取り組み課題を＜課題検討（技術、運用、経営）＞、
 ＜広報啓発＞、＜人材育成＞、＜進捗管理＞の観点から

 整理し、官民一体となった我が国全体のアクションプ
 ラン推進体制を構築する

IPv6普及・高度化推進協議会（v6pc）
財団法人インターネット協会（IAjapan）
次世代IX研究会（distix）
情報通信ネットワーク産業協会（CIAJ）

 
財団法人全国地域情報化推進協会(APPLIC)
財団法人地方自治情報センター（LASDEC）
社団法人テレコムサービス協会（TELESA）
社団法人電気通信事業者協会（TCA）
財団法人電気通信端末機器審査協会（JATE）
社団法人日本インターネットプロバイダー協会（JAIPA）
社団法人日本ケーブルテレビ連盟（JCTA）

詳細については、http://www.kokatsu.jp/
 

をご参照下さい

一般社団法人日本ケーブルラボ(JLabs)
財団法人日本データ通信協会（JADAC）
特定非営利活動法人日本データセンター協会(JDCC)
社団法人日本ネットワークインフォメーションセンター（JPNIC）
日本ネットワーク・オペレーターズ・グループ（JANOG）
特定非営利活動法人日本ネットワークセキュリティ協会（JNSA）
日本UNIXユーザ会（jus）
株式会社日本レジストリサービス（JPRS）

 
財団法人ハイパーネットワーク社会研究所
WIDEプロジェクト（WIDE）
総務省（MIC）

 

計：21団体+総務省

http://www.kokatsu.jp/
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ワーキンググループによる活動

WG 活動内容 これまでの成果

ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ支援
各ステークホルダーにおけるアクションプ

 
ランの立案

事業者種別毎のアクションプラン雛形

 
作成、更新

アクセス網 IPv6アクセス網に関する技術の情報交換
フレッツNGNをはじめ,アクセスラインの

 
IPv6対応検討など

アプリケーション
ネットアプリ開発者へのアウトリーチと啓

 
発

言語系コミュニティ調査、ｼｽﾃﾑ／ｿﾘｭｰ

 
ｼｮﾝﾍﾞﾝﾀﾞｰへのヒアリング等

教育
「IPv4アドレス枯渇対応」「IPv6」に関する

 
教育プログラムの作成と提供

セミナープログラムの作成、ハンズオ

 
ンセミナー開催

テストベッド
IPv6機器、ｼｽﾃﾑ開発、人材育成のため

 
のテストベッド設計、運用

テストベッド構築と提供

広報
広報戦略策定・実行、イベント等連携支

 
援

Webサイトの作成

 
団体横断アンケート実施など

サービスロゴ
ウェブサイト及びISPサービスに対する

 
IPv6対応ロゴ策定

IPv6 Ready Logo Programと連携し、ロ

 
ゴと提供のガイドライン作成

この他、タスクフォース全体として毎年秋頃にセミナーイベントを開催
2008年10月

 
6日

 
@東京大学本郷キャンパス

2009年10月19日

 
@藤原洋

 
記念ホール 今年も10月頃に開催を予定しています
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IPv4アドレス枯渇対応に関するアンケート結果


 

概要
タスクフォース参加団体の所属組織に対し、IPv4アドレス枯渇の認知

 状況および対応状況についてアンケート
第1回

 
2009年2月～3月頃に実施

第2回

 
2009年12月～2010年1月頃に実施


 

サマリ
認知、対応状況は進んでいる



 
前回アンケート結果と比較して、IPv4アドレス枯渇に関する認知状況、

 対応状況が進んでいる


 
特に、メーカー、Sierなどの認知、対応が前回よりも向上

課題が絞り込まれつつある？


 
対応策として、NAT利用等が、課題として、製品・サービスの不足が前

 回よりも増加している


 
具体的な技術検討が進んできたことによるものか？

枯渇TFの活動成果の認知が課題


 
枯渇TF活動において、イベントなどは認知されているが、テストベッド、

 アクションプラン、サービスロゴなどの活動成果に対する認知が低い
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IPアドレス在庫枯渇に関する認識状況

Q.近い将来、IPv4アドレスの在庫が枯渇し、新たなIPv4アドレスの分配が行われなくなるということをご存知でしたか？

N=182 

知らなかった
時期は不明だ

 
が知っていた

時期も含めて

 
知っていた

N/A

第1回 第2回 第1回 第2回 第1回 第2回 第1回 第2回

通信事業 0.4% 0.0% 1.8% 1.6% 17.5% 12.6%

ISP 0.0% 0.0% 4.7% 2.7% 19.6% 20.8%

ASP・CSP 0.0% 0.0% 0.7% 0.5% 4.7% 2.2%

iDC事業者 0.0% 0.5% 2.2% 0.5% 6.2% 7.7%

放送事業(CATV) 0.0% 0.0% 0.7% 0.5% 9.1% 8.7%

ソフトウェア製品 0.0% 0.0% 0.4% 0.5% 2.2% 0.5% 0.4%

通信機器製造業 0.0% 0.0% 4.7% 2.7% 6.2% 10.4%

その他製造業 0.0% 0.0% 2.2% 4.9% 1.5% 7.1%

SIer 0.4% 0.0% 0.4% 0.0% 6.5% 9.3%

その他の業種 0.4% 0.5% 1.5% 2.7% 5.8% 2.7%

全体 1.1% 1.1% 19.3% 16.9% 79.3% 82.0% 0.4% 0.0%

17.2%
12.7%

1.30% 1.0%

86.3%80.7%
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第1回
(N=378)

第2回
(N=315)

知らなかった
時期は不明だが知っていた
時期も含めて知っていた

全体的な認知は進んでおり、特にメーカー、Sierの認知率が向

 上している
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対応策の検討・実施状況
Q.現在の御社における対応策の実施または検討状況について教えてください。

N=182

既に対応策実施 検討中 今後�検討 検討予定なし

第1回 第2回 第1回 第2回 第1回 第2回 第1回 第2回

通信事業 5.5% 6.0% 9.2% 6.0% 5.1% 1.6% 0.0% 0.5%

ISP 5.1% 5.5% 11.8% 12.6% 7.4% 5.5% 0.4% 0.5%

ASP・CSP 0.7% 0.5% 2.2% 1.1% 2.9% 0.5% 0.4% 0.5%

iDC事業者 0.7% 2.7% 4.4% 3.8% 3.3% 2.2% 0.0% 0.0%

放送事業(CATV) 0.0% 0.5% 4.0% 3.8% 5.5% 4.9% 0.4% 0.0%

ソフトウェア製品 0.7% 0.0% 0.4% 0.5% 1.8% 0.5% 0.0% 0.0%

通信機器製造業 0.0% 2.7% 2.6% 4.9% 7.4% 4.9% 0.0% 0.5%

その他製造業 0.4% 1.1% 1.1% 2.2% 1.8% 7.1% 0.4% 1.6%

SIer 0.4% 1.1% 1.8% 3.3% 4.8% 2.7% 0.4% 1.6%

その他の業種 1.1% 0.5% 0.7% 1.6% 3.7% 2.7% 1.5% 1.1%

全体 14.7% 20.8% 38.2% 39.9% 43.8% 32.8% 3.3% 6.6%

対応策実施比率が向上している。メーカー、Sierの検討が前回よりも進んでいる。
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検討中の対応策

68.3%

49.8%

30.8%

12.7%

16.5%

74.6%

40.2%

29.1%

6.1%

17.5%

IPv6の導入

NAT利用等の節約

ﾘﾅﾝﾊﾞなどIPv4ｱﾄﾞﾚｽ捻出

その他

対応策未検討

第1回 (N=378)

第2回 (N=315)

Q.現在IPv4アドレス在庫枯渇への具体的な対応策として現在検討、あるいは検討予定のものがあれば選んでください。

前回よりもIPv6導入が減少し、NAT利用等が増加している。状況が進展し、以前より

 も現実的・具体的な対応策の検討が進んでいると考えられる。

IPv6導入 NAT利用等

 
の節約

ﾘﾅﾝﾊﾞなど

 
IPv4ｱﾄﾞﾚｽ捻

 
出

その他 対応策

 
未検討

通信事業 81.5% 80.8% 48.1% 53.8% 38.9% 46.2% 7.4% 7.7% 7.4% 15.4%

ISP 86.6% 83.7% 43.3% 55.8% 29.9% 39.5% 3.0% 11.6% 10.4% 7.0%

ASP・CSP 66.7% 60.0% 40.0% 80.0% 26.7% 20.0% 13.3% 20.0% 26.7% 0.0%

iDC事業者 78.3% 87.5% 47.8% 37.5% 39.1% 56.3% 8.7% 12.5% 17.4% 12.5%

放送事業(CATV) 81.5% 41.2% 51.9% 29.4% 25.9% 11.8% 3.7% 0.0% 14.8% 47.1%

ｿﾌﾄｳｪｱ製品 62.5% 100.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 37.5% 0.0%

通信機器製造業 56.7% 62.5% 23.3% 41.7% 6.7% 8.3% 0.0% 8.3% 36.7% 25.0%

その他製造業 70.0% 40.9% 50.0% 63.6% 20.0% 31.8% 0.0% 9.1% 10.0% 18.2%

SIer 81.5% 70.6% 30.0% 76.5% 15.0% 11.8% 5.0% 5.9% 35.0% 17.6%
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15.5%

26.4%

27.1%

32.6%

38.8%

53.5%

64.3%

9.8%

23.1%

21.0%

40.6%

46.2%

69.9%

70.6%

その他

関係者の理解

経営陣の理解不足

製品、サービスが不十分

人手が不足

技術知識・情報が不足

コスト算出、捻出が困難

東京以外(N=143)

東京(N=129)

対応策推進の課題
Q.対応策の推進および検討にあたり問題となる（なっている）ものを選んでください。

コスト、経営陣を含む関係者の理解に関する懸念は東京では減少している。製品、

 サービス不足の懸念が増加している。

第1回 第2回

15.2%

15.2%

11.4%

27.8%

49.4%

45.6%

43.0%

55.7%

12.6%

18.4%

19.4%

35.0%

41.7%

45.6%

48.5%

62.1%

その他

関係者の理解

経営陣の理解不足

世間の認識不足

製品、サービスが不十分

人手が不足

技術知識・情報が不足

コスト算出、捻出が困難

東京以外(N=103)

東京(N=79)
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IPv4アドレス枯渇対応TF活動認知状況
Q. IPv4アドレス枯渇対応タスクフォースの活動としてご存知のものはありますか？

TF参加団体組織へのアンケートであるため、webやセミナー・イベントに関する認知

 は高い。実際の活動成果についての認知をしてもらう必要がある。

N=315

34.60%

35.60%

40.60%

48.30%

54.60%

56.80%

70.20%

3.50%

30.20%

その他

アクセス網WG報告会開催

アクションプラン公開

サービスロゴプログラム

テストベッド構築

ハンズオンセミナー開催

Interop 2009出展

枯渇対応セミナー開催

kokatsu.jp運営
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